
 

学 習 指 導 案 
 

 
日時 令和３年２月１日（月）第２限 指導クラス ２年５組(２２名) 指導者  

教科(科目) 地理歴史（地理Ｂ） 単元名 第２章 資源と産業  第４節 工業 

使用教材 
新編 詳解地理Ｂ改訂版（二宮書店） 
新詳高等地図（帝国書院） 
新編 地理資料 2020（東京法令出版） 

本時の位置 ５時間目／６時間 

本時の主題 グローバル化していく工業生産体制の変容をとらえ、そのメリットとリスクを理解する。 

学習目標 
・協働的な活動を通して、新しい工業製品の生産体制のメリット、リスクを考えることがで
きる。 

・現在の工業生産体制を資料から読み取り、理解し、表現できる。 

評価規準 

関心・意欲 本時では評価の対象としない。 

思考・判断・表現力 

グローバル化していく工業生産体制の変容をとらえ、そのメリット
とリスクを理解する。 

資料活用の技能 

知識・理解 

時間 過程 学習項目 
学習内容 

(○生徒の活動、・教員の働きかけ) 
指導上の留意点・評価の観点 

5分 導入 前時の確認 ○伝統的工業地域の産業構造の変化を復
習する。 

・産業構造の転換から生産体
制の変容へと展開する。 

35分 展開 工業生産体制
の変容 

○垂直貿易と水平貿易を学習する。 
・先進国と途上国、先進国同士での国際分
業と貿易を説明する。 

 
 
 
 
○新しい国際分業体制を学習する。 
・自動車の生産体制を東南アジアにおける
分業から説明する。 

・航空機の生産体制をボーイング社、エア
バス社の生産を例に説明する。 

 

○近くの席の生徒同士で工業製品の生産
工程がグローバル化することにどのよ
うなメリット、リスクがあるか考え、発
表する。 

 
 
 

〇水平貿易、垂直貿易を理解
する。【知】 

・最終製品の取引がされてい
ることを強調し、新しい国
際分業体制との違いを分
かりやすくする。 

 
○水平貿易・垂直貿易と新し
い国際分業の違いを理解
する。【知】 

 
 
 

 
〇従来の生産体制と比較し
たとき、生産工程を分業す
ることでどのようなメリ
ットがあり、どのようなリ
スクが伴うのか仲間と協
働的に考えることができ
る。【思】 

 

工夫している点 

・グループワークを取り入れ、言語活動を通じて協働的な学びが生まれるようにする。 

・MetaMoJi ClassRoom を用いて生徒の考えを共有しやすくしている。 

Ｑ１ 新しい国際分業のメリット、リ

スクは何だろう？ 



 

MetaMoJi ClassRoom の活用 

・Ｑ２での解答を従来であれば個々でノートに書かせていたものを MetaMoJi ClassRoom の個別シート

に書かせ、教員側で各自の解答をモニタリングできるようにした。 

 

MetaMoJi ClassRoom の活用の意図 

・従来は各自で解答を考えさせ、教員が指名して発表させる形式をとっていたが、MetaMoJi ClassRoom

を活用することで、本時においては以下の点で効果的であると考えた。 

①各自の活動の様子を確認しながら、解答の作成につまずきを感じている生徒にその様子に応じて適切

な援助をすることが容易になる。 

②各自の活動をモニタリングし、クラスに共有したい答えが選びやすくなる。 

 

MetaMoJi ClassRoom の活用の成果 

・生徒の考えた解答を授業後でも見ることができるので、生徒のノートを集めることなく授業評価を行う

ことができる。 

 

15分 まとめ 新しい 
国際分業の形 

○フランスのＥＵ域内との貿易額、ＥＵ域
外との貿易額からフランスにおける工
業生産体制をとらえる。 

 
・MetaMoJi ClassRoomを用いて問に対す
る解答を考えさせる。 

○グローバル化する工業生産
体制を資料から読み取り、
表現できる。【思】【資】【知】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・MetaMoJi ClassRoom を用
いて問に対する解答をクラ
ス内で共有する。 

5分 まとめ 本時のまとめ 〇グローバル化していく工業生産体制の
変容をとらえ、そのメリットとリスクを
理解する。 

 
 

〇グローバル化していく工業
生産体制の変容をとらえ、
そのメリットとリスクを理
解する。【思】【資】【知】 

Ｑ２ フランスではＥＵ域内との貿易

では機械類、輸送用機器が貿易赤

字となっているが、これらはＥＵ

域外との貿易では貿易黒字とな

っているのはなぜか？ 


